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養育者が認知する幼児の特徴と質問紙による

気質評価の関連

武　井　祐　子

〔論文要旨〕

　本研究は，養育者が認知した子どもの特徴と幼児気質質問紙で測定された気質特徴との関連性を検討

し，適切な対応について考察することを目的に実施された。その結果，養育者は子どもの特徴を活動性

および活動の質に関する肯定的な内容で認知していた。さらに，養育者が認知した子どもの特徴と客観

的指標の1つである気質尺度との間には，一定の関係が見出された。しかし，養育者が認知した特徴の

なかには，気質特徴の違いにかかわらず，1歳半から2歳児において共通して見出される特徴が認めら

れた。養育者が子どもの特徴を認知した際に，それをより客観的，詳細な指標で検討していくことで，

養育者への適切な助言も可能になると考えられた。
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1．はじめに

　養育者は，日常的な子どもとの関わりを通じ

て，自身の認知的枠組みから漠然と子どもの特

徴を認知する。例えば，あまり大声を出さず，

活動性の少ない子どもは「おとなしい」と認知

され，常に活動的に動き，元気な子どもは「活

発だ」と認知される。この養育者が認知する子

どもの特徴は，養育者が子どもへの対応のあり

方を決定する際の判断材料になることは少なく

ない。

　養育者が認知した子どもの特徴と養育者の育

児ストレスや育児不安などの心理的問題との関

連性は先行研究で指摘されている1ト3）。子ども

の特徴は，能力検査や性格検査などで把握する

ことができるが，なかでも気質を理解すること

は，子どもの健全な発達を促し，養育者の育児

上の心理的負担を軽減すると指摘されてい

る4）。したがって，専門家は子どもの気質を，

客観的な指標で把握し，適切な対応を助言する

必要があると考えられる。

　客観的な指標の1つと考えられる幼児気質質

問紙は，従来から検討されてきた。そのなかで，

2年間かけて得られたデータに因子分析を実施

し，日本の文化に馴染んだ内容で，相談現場で

使用するのに適切な項目数，尺度の因子的妥当

性が確認された幼児気質質問紙が作成されてい

る5）。この幼児気質質問紙は，否定的感情反応

尺度（9項目），神経質尺度（10項目），順応性

尺度（6項目），外向性尺度（8項目），規則性

尺度（7項目），注意の転導性尺度（7項目）

の6尺度47項目から構成されている（表1）。

　この幼児気質質問紙で測定される気質特徴

は，子どもの問題行動6）や育児不安7），実際の

遊び場面で子どもが示す行動との関連性8ト10）が

確認されている。しかし，養育者が日常の関わ
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りを通じて認知，記述する子どもの特徴との関

連性は検討されていない。養育者は，自身が認

知した子どもの特徴に応じて育児行動を行って

いる。よって，幼児気質質問紙との関連性を検

討することで，子どもの特徴を客観的に理解で

き，子どもの問題行動や養育者の育児不安を低

減させる対応が明らかになると考えられる。

　そこで，本研究では，研究1において，養育

者が日常の関わりを通じて子どもの特徴をどの

ように認知し，記述するのかを確認し，研究2

において，研究1で確認された特徴と幼児気質

質問紙5）で測定された気質特徴との関連性を検

討し，適切な対応について考察する。

皿．研　究　1

1．目　的

　幼児の行動特徴を養育者がどのように認知し

ているかを明らかにした。

2，対象
　K市が2002年8～12月に実施した1歳6か月

児健康診査（以下，1．6健診と記す）対象者1，972

人のうち，受診者は1，620人であり，質問紙回

収者1，171人（回収率59．4％）を対象とした。

回答者は1，143人（97．6％）が母親であった。

対象幼児の年齢は12　一一　23か月，平均18．2か月

（SD＝0．8），性別は男児586人，女児580人，不

明5人であった。

3．方　法

　2002年7一一・11月にかけて，1．6健：診時に使用

する問診票とともに，以下の質問票を健診受診

月の約1か月前に郵送し，2002年8～12月まで

健診会場で回収した。なお，実施目的と分析方

法，プライバシーの保護について説明し，同意

が得られた場合に無記名での回答を依頼した。

質問票では「お子さんは一言で言うと，どんな

お子さんですか？」（性格・特徴）という質問

に対し，自由記述での回答を求めた。また，対

象幼児の生年月日，年齢，性別，対象幼児と記

入者の関係を記入する欄を設けた。なお，分析

に必要な回答項目に記述がない場合は分析対象

から除外したところ，有効回答票数は970票と

なった。

小児保健研究

表1　各気質尺度の項目内容

否定的感情反応尺度

・思いどおりにならないと，激しく感情を表す。

・遊びがうまくいかないと，泣き出す，金切り声。

・よくさわいで，大泣きする。

・短気で，怒りっぽい。

・新しいことを覚える時，いらだつ，泣く。

・遊びをあなたが妨げると，激しく嫌がる。

・泣いたり，怒ったりした時，地団駄をふむ。

・叱られたり，注意されると，不機嫌な状態が続く。

・一 咊ｮずっている不機嫌な日がある。

神経質尺度

・1～2度強く叱られると，同じ失敗を．しない。

・物を整えたり，きれいにしておくことにこだわる。’

・服が濡れるとすぐ気づき，服をかえてもらいたがる。

・してはいけないことを，言い聞かせるとやめる。

・快・不快を問わず，においに敏感である。

・あなたの髪型や服装の変化に気がつく。

・何かをしていた時，中断しても，同じ活動を続ける。

・欲しいものがすぐもらえなくても，我慢して待つ。

・「やめなさい」と言われても，勝手に行こうとする。

・何回注意しても，行ったり，さわったり。

順応性尺度

・初対面の人に体をさわられると，泣く，嫌がる。

・他の人がそばにいると，しがみつく。

・初めての場所で，最初数分間，不安そうにする。

・あなたから離れる新環境に，比較的はやく慣れる。

・知らない人にも，すぐに話しかける。

・知らない人に遊んでもらっても，機嫌よくする。

外向性尺度

・座って遊ぶより，飛び跳ねたりする遊びを好む。

・1人で遊ぶよりも人と遊ぶほうが好きである。

・新しいことに対して好奇心が強い。

・初めての場所を探索している時，活発に動き回る。

・同一の子どもとしばらく遊びが続く。

・他の子どもたちと一緒にいる時，機嫌よくしている。

・初めて見る小動物に近寄り，遊ぼうとする。

・自分一人でいろいろしたがる。

規則性尺度

・夕食の時に食べる量は，毎日大体同じである。

・朝食の時に食べる量は，毎日大体同じである。

・ベッドに入ってから眠るまでの時間は，一定。

・食べている時，気をそらさず最後まで食べる。

・朝，目覚める時刻は，毎日大体同じである。

・1日で，活動的になる時間帯は，ほぼ決まっている。

・昼寝の長さは，毎日大体同じである。

注意の転導性尺度

・電話のベルで，食べるのをやめ，音の方を見る。

・電話のベルで，遊びをやめ，音の方を見る。

・誰かがそばを通ると，遊びをやめてそちらを見る。

・他の子どもたちの遊んでいる声で，そちらを見る。

・あなたが部屋に入ると，遊びを中断，見る。

・好きなテレビの時，呼びかけると，振り返る。

・お気に入りのオモチャで遊んでいる時は，無視。

注1）　各項目とも文章を簡略化して示した。

注2）順応尺度は尺度得点が高いと順応性が低いことを示

　　す。
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　自由記述の内容から，子どもの特徴と考えら

れる内容をすべて抜粋したところ，45の特徴が

みられた。45の特徴ごとに記述あり群と記述な

し群に分け，人数を集計した。養育者が自身の

子どもについて複数の特徴を記述している場合

は，それぞれの特徴について記述あり群として

カウントした。なお，解析には統計ソフトパッ

ケージSASを使用した。

4．結　果

　記述が多かった特徴から順に表2に示した。

　第一に多くみられた記述内容は，“活発”，214

件であった。ついで，活動の質に関する特徴で

ある“明るい”が158件，“元気”142件，“人見

知りがない”l17件，“甘えん坊”103件であった。

　一方，“手がつけられない”が52件，“落ち着

きがない”47件，“短気・三障もち”43件，“わ

がまま”41件，“よく泣く”33件，“頑固”28件

であった。

5．考　察

　養育者は，子どもの特徴を“活発”，“明るい”，

“元気”など活動性や活動の質で認知する傾向

が認められた。養育者の子どもの特徴に対する

認知が活動性およびその質に偏って記述される

理由として以下のように考えられる。今回対象

となった子どもの年齢は，1歳半から2歳前で

ある。この頃の子どもは，歩き始めて，活発に

動き回るようになることや，有意味語を話し始

めるため，言葉を交えて自己表現をするように

なる。その結果，この時期の子どもは積極的に

人との関わりを求めるようになり，養育者は子

どもの活動性およびその質についての記述が多

くなると考えられる。

　一方，件数としては少ないが，“手がつけら

れない”，“落ち着きがない”，“短気・痛癩もち”

といった特徴も記述されていた。これらの特徴

は，養育者に対応の困難さを感じさせる特徴と

考えられる。特に，落ち着きのなさは養育者の

不安との関連が指摘されている1｝。これらの特

徴が記述された場合，専門家は，養育者の不安

を和らげるとともに，これらの特徴がどのよう

な子どもの気質と関連があるかを検討し，適切

な対応を助言していく必要があると考えられ

793

表2　自由記述であげられた特徴の記述なし群・あ

　　り群の人数分布

子どもの特徴
記述　　記述

なし　　あり

活　発

明るい

元　気

人見知りがない

甘えん坊

大人しい

好奇心旺盛

人見知りがある

自分の意志がはっきりしている

笑　顔

手がつけられない

面白い

負けん気が強い

マイペース

わんぱく

落ち着きがない

育てやすい

短気・痛癩持ち

わがまま

優しい

よく泣く

積極的に手を出す

頑　固

可愛い

観察する

臆　病

のんびり

自分でやろうとする

感情の起伏が激しい

好き嫌いがはっきりしている

恥しがり屋

落ち着きがある

気が強い

よく遊ぶ

自由奔放

よく気が付く

利　発

機嫌がよい

素　直

辛抱強い

注意力がない

自己中心的

清潔好き

わかりやすい

女の子らしい

人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人

6
2
8
3
7
5
6
4
6
9
8
0
0
1
2
3
4
7
9
5
7
8
2
7
3
7
2
3
5
6
7
8
8
8
9
9
0
3
3
4
4
6
8
8
9

5
1
2
5
6
9
9
0
0
0
1
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
、
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6

7
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人

4
8
2
7
3
5
4
6
4
1
2
0
0
9
8
7
6
3
1
5
3
2
8
3
7
3
8
7
5
4
3
2
2
2
1
1
0
7
7
6
6
4
2
2
1

1
5
4
1
0
7
7
6
6
6
5
5
5
4
4
4
4
4
4
3
3
3
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

0
乙
l
1
1
1
⊥

る。

皿．研　究　2

1．目　的

　養育者が記述した子どもの特徴が気質のどの
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ような側面と関連するかを明らかにし，適切な

対応について考察した。

2，対象
　K市が2003年6～11月にかけて実施した1．6

健診対象者2，322人のうち，受診者は1，948人で

あり，質問紙回収者1，550人（回収率66．8％）

を対象とした。回答者は1，514人（97．7％）が

母親であった。対象幼児の年齢は17～22か月，

平均18．2か月（SD＝0．7），性別は男児789人，

女児743人，不明18人であった。

3．方　法

　調査手続きについては，研究1と同様であっ

た。有効回答票数は1，349票であった。研究1

の自由記述で得られた45の幼児の特徴につい

て，件数が多く，かつ，子どもの特徴として理

解しやすい内容であることを基準に，心理学を

専門とする大学教員3人，心理学専攻の大学院

生1人が協議し，25の特徴を選択した。これら

の25の特徴について，自身の子どもに該当する

か否か，回答を求めた。研究1と同様に，対象

幼児の生年月日，年齢，性別，対象幼児と記入

者の関係を記入する欄を設けた。さらに，6尺

度47項目からなる気質質問紙（表1）5）に，1．“全

くない”から4．“いつもある”のうち，最もあ

てはまるものに丸印を付けるよう求めた。なお，

解析には統計ソフトパッケージSASを使用し，

25の子どもの特徴について，該当するとした群

（以下，該当群）と該当しないとした群（以下，

非該当群）で，各尺度平均得点の差についてt

検定を行った。

4．結果
　結果を表3に示した。

　否定的感情反応尺度の得点は，“短気”，“感

情の起伏が激しい”，“わがまま”などに該当す

る場合は，ない場合に比べ，有意に高いことが

確認され（p＜0．01），“明るい”，“優しい”，“素

直”などに該当する場合は，ない場合に比べ，

有意に低いことが確認された（p〈0．01）。

　外向性尺度の得点は，“活発”，“好奇心旺盛”，

“積極的”などに該当する場合は，ない場合に

比べ，有意に高いことが確認された（p＜0．01）。

小児保健研究

　順応性尺度は，得点が高いほど順応性が低い

ことを示している。順応性尺度の得点は，“積

極的”，“人見知りがない”など，環境への慣れ

やすさを予測させるような特徴に該当する場合

は，ない場合に比べ，有意に低いことが確認さ

れ（p＜0．01），“好き嫌いがはっきり”，“臆病”，

“よく泣く”，“甘えん坊”など環境への慣れに

くさを予測させるような特徴に該当する場合

は，ない場合に比べ，有意に高いことが確認さ

れた（p〈0．Ol）。

　神経質尺度の得点は，“素直”，“よく気がつ

く”，“育てやすい”などに該当する場合は，な

い場合に比べ，有意に高いことが確認され（p

〈0．Ol），“短気”，“よく泣く”，“わがまま”な

どに該当する場合は，ない場合に比べ，有意に

低いことが確認された（p＜OLOI）。

　規則性尺度の得点は，“素直”，“機嫌がよい”，

“育てやすい”などに該当する場合は，ない場

合に比べ，有意に高いことが確認され（p〈

0．01），“よく泣く”，“わがまま”，“頑固”など

に該当する場合は，ない場合に比べ，得点が有

意に低いことが確認された（p＜0．01）。

　注意の転導性尺度の得点は，“優しい”，“よ

く気がつく”，“落ち着きがない”などに該当す

る場合は，ない場合に比べ，有意に得点が高い

ことが確認された（p＜0．01）。

5．考　察

　否定的感情反応尺度で測定された気質特徴

は，養育者が記述した対応の困難さを示す子ど

もの特徴との関連が認められた。ところで，否

定的感情反応尺度は，幼児自身の問題行動6＞

や養育者の育児不安7）との関連性が指摘されて

いる。よって，養育者が対応に困難を感じる特

徴を記述した場合，後の問題を予防するよう，

気質に応じた対応を専門家が助言していく必要

があると考えられる。

　一方，落ち着きがないという特徴と関連性が

予測される注意の転導性尺度は，落ち着きのな

さだけでなく，切り替えが早く，関わりやすい

特徴として記述された。注意の転導性尺度と養

育者が育てやすい特徴として記述する規則性尺

度は，子どもの問題行動に結びつきにくいこと

が指摘されている6）。よって，“落ち着きのなさ”
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表3　各特徴の該当群・非該当群との気質尺度得点の差

下位尺度名
　　”　　。　　　　襯口　　　，　．．

@　　　　　　　　　号ｩ“
D黙、朋．．．諦．馴一団誇幣s繋愚．．

．麗し漁

懇鵜鯉欝欝1鎌継羅籔蔽：壕

≧．羅轍膿漏．、鐡
購蒙

1：1：ll一…　　1：1：ll　1・・63＊＊1：1：ll一・・24＊＊

欝欝灘1 1：1：麗　…8＊＊1：1：ll一・…　　1：1：ll・・68＊＊

綴i饗鷺鍵饗1灘
．鍮

　　P陽　　　　死

Q　　　ii

堰D撫．　難 綴轟
一…Li幅

1：1：ll・5…＊＊1：1：ll　1…　　1：1：：1・44

織
舗
離
　
…

i．鋤　　　　　　．1臨墨1繋繍
辮嚇

@繍脳奪罐纒蝋傭＿献

回国　．炉ヒ

綴懸1難，舞灘翻耀
瀦、＿麟灘．晶

懸
盤
鑛
額
際
野
離
轍
…
．
籔
、
　
　
i
l
　
織

欝欝／翻鵜
糖
袈
藻
醸
灘
・
；

1：1：：1一・・8　1：1：ll・・…＊＊1：1：ll一・・77＊＊

翻i羅

辮懸…鍵灘i懸　

ﾆ懸…轍懸
@　　　　　　…

灘
・
鞠継懸灘鱗繍篠講

，　鼠ξ場

購…躍li　　　　　＿　　　　　　　　彗　騰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　．　　　　叢　…　警難　拳　甕　重

燭議ﾉ
し
　
ビ
、

翻　灘麟讐

羅羅鎌瀬　　　　　　　死

羅羅：纏縫獺鵜　　　　　・蠣羅i…　　　　　　　奎

鱗
1…麟町「…冨翻源

…
膿
　
　
麟
雛
1
疑
義
i
鞭
1
；
離
礁
・

審．＿・．．．臨．・．・．

@　羅ぜ＿鍵盤・

。蹴瓢．慕撫

灘：1：ll一・．図　1：1：ll一・．78・1：1：ll一・．・・

．・…　懸響．．・．．．．．．．

@　　ド

@強、．∴…．礫

。瞬　　謎

T懸盤
羅1：1：1い．16＊＊1：1：ll＆・・＊＊1：1：ll一・．28＊＊

耀嚢欝灘醗麟
詐　，，

。
跡
　
　
避
．
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
I

　　綴1ぜ翻1欝

T懸墾懸　　　　　　　　　　藤半半灘　　　　　　　　　　～…

　　　蓄
u　／懸灘

鍛
欝
懸
瞳
i 纒

・灘叢騰藏懸1響…蝋
．一 B灘…戚　1：1：器一…　　1：1：ll・・55・；：1：ll・・…
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表3　各特徴の該当群・非該当群との気質尺度得点の差（続き）

下位尺度名

懸
鍵
鐸
購
譲
3
3

罵

…

灘
繊
．
　
鑛

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

騨

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

蜊
ｧ
灘
継
灘
蟻
理
．
．
灘
難
静
9
鐸
　
灘
蜘
　
論
難
．

　
茄
　
1
　
8
　
7
●
　
拭
　
五
τ
　
4
　
　
へ
　
．
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懇
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0
0
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潴
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ワ
臼
　
1
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4
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
9
臼
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．
　
　
　
　
　
　
9
白
　
9
臼
霧
鐘
灘
灘
繍
灘
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ω
∪
　
0
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
筆
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃
⊥
　
（
U
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
0
　
り
0
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一
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F
D
　
4
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
0
　
1
　
　
　
　
　
ψ
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一
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翻
繕
蓬
髪
灘
藤

　
　
認
　
　
5
　
　
5
　
Ω
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Q
　
　
　
　
4
　
4
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1
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●
　
　
　
　
3
　
り
0
　
　
　
　
＊
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激
　
　
　
　
6
　
　
　
　
1
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4
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として記述されても後の問題には発展せず，専

門家の介入を必要としない気質特徴と考えられ

る。

　また，外向性尺度は，養育者が子どもの新し

いことへの積極性をどのように認知するかとい

うことを示す特徴として記述され，順応性尺度

は，養育者が子どもの環境への慣れをどのよう

に認知するかという特徴で記述されていた。ま

た，神経質尺度は，養育者が子どもの情緒面の

育てやすさや育てにくさについて記述すること

と関連がみられた。これらの3つの尺度が示す

気質特徴は，気質尺度が示す項目内容と同一の

特徴を養育者が記述すると考えられる。

　以上のように，気質尺度で測定された気質特

徴と養育者が記述する子どもの特徴との間には

一定の関連性を見出された。しかし，“落ち着

きがない”“明るい”“機嫌がよい”という特徴

は6つの気質尺度のすべてと関連が認められ

た。よって，養育者が記述する“落ち着きがな

い”“ｾるい”“機嫌がよい”といった特徴は，

気質特徴と関連性がある特徴と考えられるが，

気質特徴の違いにかかわらず，本調査の対象と

なった1歳半から2歳前の年齢において共通し

て見出される特徴と考えられる。

　養育者が子どもの特徴を認知した際に，それ

をより客観的，詳細な指標で把握することで，

子どもの発達にとって適切な関わりが検討でき

るだけでなく，養育者自身の心の安定をはかる

助言も可能になると考えられる。しかし，今回

確認された結果は，同一の回答者が気質質問紙

と幼児の特徴について同時に回答した内容を分

析して得られたものである。また，養育者が記

述する幼児の特徴について，詳細に検討するの

に十分な資料は得られていない。以上のことか

ら，今後は養育者へのインタビューや実際の子

どもの行動を測定し，認知された特徴と気質特

徴との関連性について検討していく必要がある

と考えられる。

N．結 語

1．養育者は子どもの特徴を活動性および活動

　の質に関する内容で認知する傾向が認められ

　た。

2．養育者が認知した子どもの特徴と気質尺度

797

で把握される気質特徴との間に一定の関連性

が認められた。しかし，養育者が認知した特

徴のなかには，気質特徴の違いにかかわらず，

1歳半から2歳児において共通して見出され

る特徴が認められた。

　本研究は平成14年川崎医療福祉大学プロジェクト

研究費，平成15年文部科学省科学研究費（若手研究B）

の助成を受けて実施し，研究1は日本心理臨床学会

第22回大会，研究2は日本心理学会第68回大会にて

発表された。

謝　辞

　本研究の実施にあたり，倉敷市保健所所長ならび

に職員の皆様には大変お世話になりました。本論文

作成にあたり，川崎医療福祉大学大学院の門田昌子

氏は資料整理，川崎医療福祉大学寺崎正治先生には

貴重なご意見をいただきました。また，川崎医療福

祉大学高尾堅司先生には論文構成にあたって，丁寧

なご指導をいただきました。ここに謝意を表します。

　　　　　　　　文　　　献

1）刀根洋子．保育園児を持つ親のQOL一発達不安

　との関係．小児保健研究　2000；4：493－499．

2）佐藤達哉，菅原ますみ，戸田まり他．育児に関

　連するストレスとその抑うつ重症度との関連．

　心理学研究　1994；64：409－416．

3）刀根洋子．発達障害児の母親のQOLと育児スト

　レスー健常児の母親との比較一．日本赤十字武

　蔵野短期大学紀要　2002；15：17－23．

4）庄司順一．乳幼児の気質と発達．ぐんま小児保

　健2000；58：58－68．

5）武井祐子，門田昌子，笹川美奈子他．養育者が

　とらえる幼児の行動様式に関する一研究一幼児

　気質質問紙作成の試み一．日本心理学会第68回

　大会発表論文集　2004；1021．

6）武井祐子，寺崎正治．養育者がとらえる幼児の

　行動特徴に関する研究一1歳6ヶ月健診用気質

　質問紙とCBCLの関係一．川崎医療福祉学会誌

　2005　；　14　：　261－266．

7）堀　寛子，武井祐子，寺崎正治．母親の育児不

　安と幼児の気質との関連について．中国四国心

　理学会第60回大会発表論文集　2004；29．

8）武井祐子，水子　学，清水光弘他．幼児の行動

Presented by Medical*OnlinePresented by Medical*Online



798 小児保健研究

　特徴に関する研究1一気質質問紙と観察データ

　の比較一．中国四国心理学会第60回大会発表論

　文集　2004；26．

9）水子　学，武井祐子，清水光弘他．幼児の行動

　特徴に関する研究1一気質質問紙と観察データ

　の比較一．中国四国心理学会第60回大会発表論

　　文集　2004；27．

10）武井祐子，寺崎正治．養育者がとらえる幼児の

　　行動様式に関する研究一幼児気質質問紙と観察

　　された行動との関係一．川崎医療福祉学会誌

　　2006　1　15　；　377－383．

Presented by Medical*OnlinePresented by Medical*Online


	0791
	0792
	0793
	0794
	0795
	0796
	0797
	0798

